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6.2.3  チェックボックス。

。

。

。 。 。 。  106

。 。 。 。

。 。 。 。

。

。

。

。

。

。 。 。 。  113

5.2.4  ファイル名ジェネレーター。 。

。

。

。 。 。 。

。

。

。

6.3  署名を作成します。 。

。

。

。

。 。 。 。

。

。

。 。 。 。5.1  相対パス。 。 。 。

。 。 。 。
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。

。 。 。 。

。 。 。 。

。 。 。 。

7.17  データ  ソース  ファイル  (Excel、CSV  など)  または

。

設定ファイル? 。

。 。 。 。  117。

7.12  System.InvalidCastException:  データを  boolean  に変換できませんでした。 。  116

。

。 。 。 。

。 。

。 。 。 。 。 。 。 。

見つかった。選択されたインデックスは  Y  でした。」

7.15  Excel  ファイルでデータが認識されません。 。

。 。 。 。

7.20  データとプレビューに従って「チェックボックス」または「ラジオボタン」が入っている必要があります

テーブルに設定されている形式は維持されません。どのようにして

。 。

。

プロバイダーがローカル  マシンに登録されていません。 。 。

。

。 。 。 。

。 。 。 。

正しい位置に表示されるか、ずれて表示されます。

。

。 。 。 。

。 。 。 。

。

。

。

。

7.21  生成された  PDF  の数値形式を修正するにはどうすればよいですか?

4

PDF  ファイルを閲覧するための  Web  ブラウザ  (Chrome、Edge) 。 。 。 。  115

。

。 。 。 。

。

。 。 。 。

。

。

。 。 。 。

7.8  PDF  プレビューでフォームフィールドが正しく表示されない

。 。 。 。  116

。

7.19  フィールドの複数の列の組み合わせ。

7.10  Acrobat  Reader  で  Unicode  文字が正しく表示されない

。

7.14  System.InvalidOperationException:  'Microsoft.ACE.OLEDB.12.0'

。 。 。 。

。

。 。 。 。  118

7.11  Windows  は常に間違った  PDF  ビューアを開くか、

。 。 。 。

。 。 。 。  117

。

。

。

。 。 。 。

。

。

。 。 。 。

。 。 。 。

ドイツ語のウムラウトなどの文字が正しく送信されない117

XFA  PDF  では選択できますが、Acrobat  Reader  では選択できません。 。 。 。  117

119

114

それは削除されるのですか？ 。

。

。

最後に？ 。 。

すでにいくつかのデバイスで使用されています。」それはどういう意味ですか？ 。 。 。 。  113

。 。 。 。  116。

。 。 。 。

。

7.9  BulkPDF  Business114  に  PDF  フォーム  フィールドが表示されない

。

7.18  バッチスクリプト経由でコンソールアプリケーションを呼び出す場合、

。

参考文献8件

(中国語、キリル文字、アラビア語など) 。 。

。

PDFファイルを移動しました。私のBulkPDFビジネスはまだ機能していますか?

。

。

7.7  「ライセンス  キーは現在使用されています」というメッセージが表示されます

。

。

。

。

。 。 。 。

7.13  System.IndexOutOfRangeException:  "グループ内の  X  個のラジオ  ボタンのみ

。

。

。 。 。 。

たとえば、小数点以下  2  桁の数値と  EUR  記号

114

。 。 。 。

。 。 。 。  116

。 。 。 。  116

7.16  日付フィールドも  00:00:00  として指定されます。どのようにして
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1.1  BulkPDF  とは何ですか?またどのように機能しますか?

選択した表形式のデータ  ソース  (Excel、SQL  データベースなど)。の

ソフトウェアはテーブルを  1  行ずつ調べて、セルの値を  PDF  形式に挿入します。  PDF  ファイルはテーブルのデ
ータとともに保存されます。

見つかった列名は、フォーム  フィールドに手動または自動で割り当てることができます。充填が開始された後、

つまり、BulkPDF  は、利用可能なデータを自動的に検出します。

5

選択したファイル名が保存されます。その結果、すぐに送信できる完成済みの  PDF  フォームが届きます。

導入

1
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データ  ソースのサポートさまざまなデータ  ソースがサポートされています  (例:  Excel、CSV、SQL  データベースなど)。

クラウドを使わないデータ保護。データをアップロードせずに。欧州のデータ保護規制に準拠しています。ドイツ

製。

また使われる。

アップデートプログラムは常に開発されており、新しい機能が追加されています

簡単な概要

将来に向けた最適化一度作成した  PDF  構成はすぐに実行できます

使い方は簡単専門知識がなくても、わかりやすく簡単に使用できます。

以下は、プログラムの機能の簡単な概要と詳細なリストです。

わずか数ステップで自動化

6

装備されています。

•  1.  データソースの選択

1.2  特徴

Machine Translated by Google



•  積極的な開発

•  ライブ  PDF  プレビュー

•  AcroForm  および  XFA  のサポート

•  ウォーターマークなし  (デモ外)

•  2.  手動または自動で  PDF  フォームフィールドにデータを割り当てる

•  無制限の数の  PDF  ファイル

•  PDF  署名

•  ソフトウェアライセンス:  プロプライエタリ

GS1‑128、UPC)

•  リブレオフィス/オープンオフィス

7

その他の機能

•  PDF  フォームに自動的に入力する

•  PDFファイル

一度に何百もの  PDF  ドキュメントを作成ワンクリックで、完成した  PDF  ドキュメントをいくつでも同時に作成で

きます。

•  PDF  ファイルに署名

•  Microsoft  Excel

バーコードさまざまなバーコードがサポートされています。  (例:  QR、データ  マトリックス、PDF417、EAN8、
EAN13、Codabar、Code11、Code39、Code93、Code128[A、B、C]、

詳細な機能リスト

テーブル

•  書き込み保護

•  データに依存するファイル名

•  3.  ファイル名を選択します

•  画像とハイパーリンク

•  モダンで明確なインターフェイス
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•  カスタムフォント

•  アクロフォーム

•  電子メールの下書きジェネレーター

•  さまざまな書記体系  (Unicode)  のサポート

•  Microsoft  SQLサーバー

•  Linux:  いいえ、ただし仮想マシンで使用できます  (例:  Vir‑

•  さまざまな言語の見栄えの良いフォントの選択、または

•  一次元バーコード  (Codabar、Code11、Code128A、Code128、Code128B、

tualBox)

•  BulkPDF  ビジネス設定ファイルをサポート

•  写真

•  Mac  OS:  いいえ、ただし仮想マシンでは使用できます  (例:

パラレル  デスクトップ、VirtualBox)

•  ハイパーリンク

•  コンソール  アプリケーション  (バッチ  スクリプト統合)

•  インターネットなしで使用可能  (オフライン):  はい、1  回のオンラインアクティベーション後は可能です。

•  PDF圧縮

•  XFA:  はい。ただし、一部の  XFA  ドキュメントはサポートされない場合があります。

•  Windows

•  日付の形式

•  BulkPDF  フリーウェア設定ファイルをサポート

•  MySQL /  マリアDB

•  二次元バーコード  (Pdf417、DataMatrix_Barcode、QR)

8

Code128C、Code39、Code93、CodeUpc、Ean13、Ean8、GS1Code128)

•  動的な  PDF  ファイルの命名

•  ドキュメント:  はい、ただしまだ開発中です。

筆記システム:  開発中。
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姓の住所 ...

3.2.9):

スプレッドシート  ファイルのデータを使用するには、特定の

...

Excel  で  Excel  関数を使用することは注目に値します。

9

メアリー

...

列名。これらには明確でわかりやすい名前が必要です

ミュラー

...

なる。  BulkPDF  は、空のセルが見つかるまで列名をチェックします。したがって、たとえば、最初の列の最初の行は

空であってはなりません。空でない場合、

...

はるか遠く
ドウ通り...

テーブル内の行数。これを行うために、プログラムは行ごとに処理を実行し、

Windows  7、Windows  8、Windows  10、および  Windows  11  と互換性があります。

姓：ミュラー

...

別の例として、付属のサンプル  スプレッドシート  ファイルを使用します。

ムスターマン

1.3.2  データソース  ‑  スプレッドシートファイル

ドウ通り...

たとえば、有効なテーブルは次のようになります。

さらに、スプレッドシート  ファイルから読み取ることができる別のデータ  ソースがあり、列と行の動作が交換される

ため、たとえば次のテーブルも使用できます  (詳細についてはセクションを参照)

はるか遠く  Doe  Doe  ストリート  Doe  Doe  ストリート...
...

データ  ソースがサポートされており、データを取得する便利な方法が提供されます。

...

名前ベルント

...

データの正しい形式を指定する必要があります。最初の行は基本的に属します

ファーストネーム

...

これらはプログラム内で目的のデータセットを選択するために使用されるためです。

ベルント

...

1.3.1  システム

追加のデータを見つけることができます。次に、プログラムは最大値を決定します。

マックス

ドゥ•マックス

...

インストールには約  500  MB  のストレージ容量が必要です。このプログラムでは、ライセンスのアクティベーショ

ンのために  1  回限りのインターネット接続が必要です。

行が完全に空のセルで構成されている場合にのみ停止します。

モデル女性マリー

考慮する必要があります  ( 2.1.1  を参照)。

モデルの女性

...

住所

1.3  要件
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5.0、95CFB

.csv

97、2000、XP、2003

このオプションにより、Microsoft  SQL  上で  T‑SQL  のすべての機能が使用可能になります。

2  番目のオプションは、ファイルの横に  SQL  クエリを入力する機能です。

データ  ソース用の  Microsoft  Access  データベース上の  SQL  の機能

1.3.3  データソース  ‑  Microsoft  SQL  Server

1.3.4  データソース  ‑  Microsoft  Access

10

ZIP、CFB+ZIP

3.0

PDF  フォームフィールドに挿入する前に処理および準備するため

BIFF4

.xlsb

BIFF2

（全て）

.xls

このプログラムでは、次のスプレッドシート  ファイル形式がサポートされています[7]。

CFB

一方では、「接続文字列」を入力するだけで、それぞれのデータベースで使用可能なすべての接続文字列が自動的に

入力されるオプションを選択できます。

データ取得用のバリエーションも用意されています。

‑

セクション6.5  を参照してください。

OpenXml  2007  以降

.xls

98、2001、vX、2004  (Mac)

‑

をクリックして、必要なデータを返す  SQL  クエリを入力します。これ

データ  ソースとして機能するものを  1  つ選択できます。

これにより、必要なデータが得られます。このオプションでは、完全な

BIFF5

‑

BulkPDF  内のデータ  ソースとしてサーバーを使用します。

Excel  のバージョン

4.0

BulkPDF  内。

「Microsoft  Access」サーバーからのデータを使用するには、いくつかのオプションがあります。

郵便番号、CFB

2.0、2.2

BIFF3

なる。

.xls

Microsoft  SQL  Server  からのデータを使用する場合のデータ取得には、いくつかのバリエーションがあります。

.xls

CSV

ファイル  タイプ  コンテナ形式  ファイル形式.xlsx  OpenXml  2007  以

降

BIFF8

.xls ‑

テーブルが表示されます。これらのテーブルの  1  つを選択して、データ  ソースとして機能させることができます。

有効な「接続文字列」の例については、「」を参照してください。

一方では、データベース  ファイル  (.accdb  または .mdb)  を選択するだけで、それぞれのデータベースで使用可

能なすべてのテーブルが自動的に表示されるオプションを選択できます。これらのテーブルから次のことを行う

ことができます

2  番目のオプションは、「接続文字列」に加えて、プレーンなオプションです。
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8

13

1

10

16

6

2

11

14

9

15

4

17

5

18

12

7

3

XML  ファイル内のデータを使用できるようにするには、データが特定の形式である必要があります。次の  XML  

構造は完全な状態になります。

例:  BulkPDF  で読み取り可能:

例:  BulkPDF  で読み取り可能:

JSON  ファイルのデータを使用するには、データが特定の形式である必要があります。次の  JSON  構造は完

全な状態になります。

1.3.6  XML

1.3.5  JSON

場合によっては、「Microsoft  Access  データベース  エンジン  2010  再頒布可能  64  ビット  バージョン」など、

不足している依存関係をダウンロードしてインストールする必要がある場合があります  (ポイント7.14  を参
照)。

11

"ラジオボタンの値":  "2",

...

"住所":  "はるか遠く",

"last_name":  "雌鹿",

"テーブル"：  [

"チェックボックスの値":  "はい",

{

}、

"Combobox_Value":  "テスト"

...

{

{

}、

"姓":  "ミューラー",

]

"名":  "ベルント",

"Combobox_Value":  "ケーキ"

}
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Acrobat  Reader  で、たとえばテキストフィールドをクリックしてテキストを入力した場合

1.3.7  データソース  ‑  MySQL /  MariaDB  サーバー

1.3.8  PDFフォーム

PDF  フォームは、Acro  形式のフォーム要素を含む  PDF  ファイルです。

MySQL  または  MariaDB  サーバーからのデータの  BulkPDF  への統合

サーバーを使用して、BulkPDF  内でデータ  ソースを構成できます。

12

エレン。

できる。テキストを入力するために最初に  Acrobat  Reader  のテキストフィールドのフレームをドラッグする必

要がある場合は、次の操作を行ってください。

関連するデータベースの使用可能なテーブルが自動的にリストされます。このリストからテーブルをデータ  ソー

スとして選択できます。有効な「接続文字列」形式の例については、次を参照してください。

もう  1  つの方法は、必要なデータを提供する「接続文字列」に加えて  SQL  クエリを直接作成することです。この

方法を使用すると、MySQL  または  MariaDB  上のあらゆる  SQL  関数を使用できます。

セクション6.5  を参照してください。

本当の意味での  PDF  フォームではなく、PDF  フォームです。

いくつかの方法で実装できます。

フォームまたは  XFA。このようなフォーム要素は次のように認識できます。

オプションの  1  つは、「接続文字列」の入力を必要とします。

<First_name>ベルント</First_name>

...

<?xml  バージョン="1.0"  エンコーディング="UTF‑8"?>

<Combobox_Value>テスト</Combobox_Value>

<アドレス>はるか遠く</アドレス>

</root>

<Last_name>ミュラー</Last_name>

</行>

<Last_name>ジョン•ドゥ</Last_name>

...

<Radio_button_value>2</Radio_button_value>

<ルート>

</行>

<Checkbox_Value>はい</Checkbox_Value>

<行>

<Combobox_Value>ケーキ</Combobox_Value>

<行>

10

14

7

8

5

3

12

13

6

17

11

1

16

15

4

2

9
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フィールド。

有効な例については、プログラムに付属のサンプル  フォームまたはセクション2  を参照してください。

このサブ章では、PDF  フォームに表示できるすべてのフィールド  タイプについて説明します。さらに、BulkPDF  

Business  が正しい入力を期待するデータについても説明します

「テキストボックス」フィールドには、実装に応じて単一行または複数行のテキストが含まれます。さらに、そのようなフィ

ールドにはフォント、フォント  サイズ、書き込み保護を設定できます。選んだフォントから始める

これらは、BulkPDF  でデータを割り当てるときに簡単に識別できます。

1.4.1  テキストボックス

実際の  PDF  フォームでは、これらのフォーム  フィールドにはすべて名前があり、すでに値または標準値が設定され

ている場合もあります。  BulkPDF  を使いやすくするには、PDF  ファイル内のフォーム  フィールド名をわかりやすい

ものにする必要があります。

フォームを表すファイル。この表現は、スキャンされた画像、または目に見える文字  (下線付きなど)  でマークされた
フォームにすぎず、印刷版では手動でのみ記入できます。このようなドキュメントは、BulkPDF  Business  によって

追加の「テキストボックス」、「ラジオ  ボタン」、および「チェックボックス」特殊フィールド  タイプを使用して

非常に二次的なレベルでのみサポートされます。

このフィールド  タイプを入力するには、次の値を使用できます。

「チェックボックス」フィールドは選択または選択解除できます。

13

1.4.2  チェックボックス

考えられるすべての文字がサポートされています。

1.4  標準  PDF  フォームのフィールド  タイプと一致するデータ
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オフ

「リストボックス」は、PDF  フォームの設定に応じて、リストから  1  つ以上の値を選択できるリスト  フィールド  タイプで

す。のために

真実

y
いいえ

「X」が選択されました」

定数値を介して取得されるか、データ  ソースを介して動的に取得されます。動的バリアントでは、選択されるテキストは次の

ようにする必要があります。

はい

1.4.5  コンボボックス

非

「ラジオ  ボタン」は実際には選択可能な「チェックボックス」のようなフィールドのグループですが、これらの要素のう

ち  1  つだけを選択できます。のために

未選択

シ

14

1

1.4.4  リストボックス

false.false

PDFフォームの作成者が指定した値を入力できます

の上

n

はい
いいえ

PDFフォームを書き出す必要があります。

」

ウイ

1.4.3  ラジオボタン

「コンボ  ボックス」は、ほぼ「リスト  ボックス」と同様に動作しますが、このフィールド  タイプを対象としており、事前定

義されたものではなく独自のフィールドを作成できる点が異なります。

×

0

このフィールド  タイプに値を入力するには、要素のインデックスに対応する数値を指定する必要があります。次の例では、

「男性」は値「1」、「女性」は値「2」、「多様」は値「3」になります。
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1.5  BulkPDF  Business  の特殊フィールド  タイプと一致するデータ

フォームフィールドがこれに該当します。  BulkPDF  Business  では、フィールドを追加できます

その上に貼り付けて、もちろんデータを入力します。  PDF  ファイルに表示されているフォーム  フィールドは、次

の手順で視覚的にオーバーレイできます。

1.BMP

本当の意味でのPDF形式ではなく、

値、使用できます。

フォームの画像だけを含む  PDF  などというものは存在しません

2.JPEG

添付ファイルは、システム上のファイルへのパスを値として受け取ります。ファイルの説明はファイル名で、MIME  

タイプはファイル拡張子に基づいて自動的に決定されます。

1.5.2  画像

画像には、位置と希望のサイズに加えて、値としてファイル  パスが必要です。次のファイル  タイプがサポートさ

れています。

1.5.4  スキャンしたフォームに記入するための追加ボタン

6.  ICOとアイコン

ハイパーリンクは、テキストとリンク先の  URL  という  2  つのコンポーネントで構成されます。両方の値をフィー

ルドの位置の隣に設定する必要があります

15

なる。ハイパーリンクのフォントを設定することもできます。

1.5.3  ファイル添付

4.PNG

3.GIF

1.5.1  ハイパーリンク

5.TIFF

実際の  PDF  と同様にフォームフィールドを編集する機能
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追加の「チェックボックス  ボタン」は読み取り専用の「チェックボックス  ボタン」に対応し、PDF  ドキュメント内に実際の「チ

ェックボックス  ボタン」フィールドが存在しなくても、BulkPDF  を使用して  PDF  ドキュメントに追加できます。

通常必要な設定に加えて、フィールドの位置とサイズも必要です。

その上に、さらに詳しく解説する「テキストボックス」「ラジオボタン」「チェックボックスボタン」が配置されています。

1.5.8  バーコード

16

フィールドは  1  つの「ラジオ  ボタン」であるため、要素のグループが必要な場合は、これらの特別なフィールド  

タイプをいくつか追加する必要があります。

1.5.7  追加の「チェックボックスボタン」

2.  データマトリックス:  https://en.wikipedia.org/wiki/Data_Matrix

1.5.6  追加の「ラジオボタン」

追加の「ラジオ  ボタン」は読み取り専用の「ラジオ  ボタン」に対応し、実際の「テキストボックス」フィールドが

存在しなくても、BulkPDF  を使用して  PDF  ドキュメントに追加できます。通常必要な設定に加えて、フィールドの位置と

サイズも必要です。

3.  QR:  https://en.wikipedia.org/wiki/QR_code

1.5.5  追加の「テキストボックス」

二次元バーコード

バーコード  フィールドは、個 の々  PDF  フォームのデータに基づいて動的に生成でき、フォーム内の適切に選択された

位置に画像として挿入されます。以下は、サポートされているすべてのバーコード  タイプを含む  2  つのバーコー

ド  グループのリストです。

1.  PDF417:  https://en.wikipedia.org/wiki/PDF417

追加の「テキストボックス」は読み取り専用の「テキストボックス」に対応し、実際の「テキストボックス」フィー

ルドが存在しなくても、BulkPDF  を使用して  PDF  ドキュメントに追加できます。通常必要な設定に加えて、フィ

ールドの位置とサイズも必要です。
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番号

4.  コード  39:  https://en.wikipedia.org/wiki/Code_39

6.  CodeUpc:  https://en.wikipedia.org/wiki/Universal_Product_Code

8.  GS1Code128:  https://en.wikipedia.org/wiki/GS1‑128

3.  コード  128、コード  128A、コード  128B 、コード  128C:  https://en.wikipedia.org/wiki/Code_128

5.  コード93:  https://en.wikipedia.org/wiki/Code_93

以下は、インストールの種類とライセンスの種類に関する情報です。

2.  コード  11:  https://en.wikipedia.org/wiki/Code_11

7.  Ean8、Ean13:  https://en.wikipedia.org/wiki/International_Article_

1.  Codabar:  https://en.wikipedia.org/wiki/Codabar

一次元バーコード

1.6.1  グラフィカルなインストール

17

インストールに必要な手順をスクリーンショットで示します。

1.6  インストールとライセンス供与
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1.7  サイレントインストール

%appdata%\BulkPDF  フォルダーまたはシステム上のインストール  パスにあります。で
これはシングル  ユーザー  ライセンスでは不可能です。

マルチユーザーライセンスです。これはアクティベーションの種類によって異なります

ライセンスの場合、  %appdata%\BulkPDF  フォルダー内の「Licenseconfirmation」

「BulkPDF‑Business‑terminal‑Licensor」が作成されている必要があります。

または、システム上のインストール  パスにコピーされます。この「LicenseConfirmation」は、プログラ
ム内のアクティベーションまたは経由でどのシステムでもアクティベートできます。

インストールは、「/S」パラメータを使用して無人で実行できます。インストール  パスを指定する場合
は、 /D=C:\NewInstallDir\\パラメータを使用して実行できます。このタイプの設置では、

システム一致を実行しています。
には固定のハードウェア  ID  が含まれており、起動時にそれが依然として一致するかどうかがチェックされます。

18
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通常のライセンス認証は、ホームページ上のプログラムを通じて実行されます。

ターミナル  サーバーのライセンスを取得するには、インストール  フォルダーにある「BulkPDF‑
Business‑terminal‑Licensor.exe」を昇格された権限で呼び出す必要があります。有効なマルチユー
ザー/ターミナル  サーバー  ライセンス  キーを入力してアクティブ化すると、このアプリケーションはイ
ンストール  フォルダー自体にライセンス  ファイルを作成します。このライセンス  ファイルは、後で  
BulkPDF  Business  によってターミナル  サーバー  ユーザーのライセンス検証に使用されます。

(第3.1.2  章を参照)

1.7.1  ライセンス

1.7.2  マルチユーザー/ターミナルサーバーライセンス

19
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サンプル  ファイルは、設定「ProcessExample.BulkPDF」で構成されています。
データ  ソース「ProcessExample.xlsx」と、インストール  フォルダー(「C:\Program  Files\BulkPDF  
Business」)  にある  PDF  フォーム「ProcessEx‑ample.pdf」からダウンロードします。
ただし、インストール中にインストール  パスが変更されなかった場合に限ります)。

BulkPDF  ビジネス構成:  「ProcessExample.BulkPDF」この  BulkPDF  ビジネス構成ファイルには、前
の手順で必要なすべての情報が含まれています。

ソフトウェア。

2.1.1  サンプルファイルの詳細

プログラムを開始すると、プログラムの最初のページにある情報テキストを介してサンプル  ファイルを
ロードできます。さらに、サンプル  ファイルを直接ロードすることもできます  (セクション2.1.1  を参照)。

次のアプリケーション  シナリオでは、

セッションと、データ  ソース  (「ProcessExample.xlsx」)  や  PDF  フォーム  (「ProcessExample.pdf」)  
などの個 の々ファイルへの参照が設定されました。これ

20

2.1  付属のサンプルファイル

手順説明）

アプリケーションシナリオ
(ステップバイ

2
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データソース（Excelファイル）：「ProcessExample.xlsx」

PDF形式：「ProcessExample.pdf」

スプレッドシート  ファイルはテーブルで構成されます。テーブル「Table1（顧客

構成は何度でもロードできるため、すべての設定を再度行う必要はありません。このファイルは  JSON  
形式  [5]  でエンコードされており、人間が十分に読み取ることができ、必要に応じてテキスト  エディタを
使用して手動で編集できます。これは、ファイル  パスを手動で調整する場合に特に必要になる場合があり
ます。

21

構成例で選択した「dendaten)」とテーブル「表2（信用度）」を選択します。

PDF  フォームの例には、プログラムのテスト時に  1  回だけ入力できるように、すべての標準  PDF  フォーム
要素が含まれています。
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以下では、実行される手順を簡単に説明し、サンプル  PDF  フォームにサンプル  スプレッドシート  フ
ァイルのデータを入力します。

22

ホームページ

2.1.2  サンプル  PDF  フォームの記入

プログラムを起動すると、プログラムの「ホームページ」が開きます。これにより、このドキュメントへ
の参照となる短いウェルカム  テキストが提供されます。
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データ  ソースこ
のステップでは、最初にデータ  ソース  タイプ「Excel」が選択され、次に  Excel  ファイル自体が選択
されます。

右下隅の「次へ」ボタンをクリックすると、「データソース」ページに移動します。

設定例とフィードバック  ページへのリンクを読み込みます。

23
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BulkPDF  の正しい形式で、見つかったデータのみが表示されます。

25

もう一度「続行」をクリックすると、「PDF」ページに移動します。

Excel  ファイルがロードされたら、そのファイルに含まれるテーブルの  1  つを選択できます。このテーブル内のデー

タのプレビューが表示されます。

形状"。
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PDF  ファイルを選択すると、そのファイルに関する一般的なデータのコレクション、PDF  プレビュー、
および「データ  ソース」のデータを  PDF  フォームの個 の々フィールドに割り当てるためのテーブルが
表示されます。

このページでは、まず  PDF  フォーム  ファイルを選択する必要があります。

PDFフォーム

26
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編集ウィンドウを閉じると、データ  ソースの最初の行がフォームに入力する例として使用され、「姓  
(テキスト  ボックス)」列の最初の行の値が入力されたことがプレビューに表示されます。  「姓」。
データソース。

ここでは、「編集」ボタンを使用して「姓」フィールドを開き、データ  ソースから「姓  (テキスト  ボッ
クス)」列にデータを割り当てました。

27
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他のすべてのフィールドには、データ  ソースとして適切な列が割り当てられました。

データをフィールドに割り当てたら、「次へ」ボタンをクリックして最終設定ステップに進むことができ
ます。
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ファイル名ジェネレーターに渡されます。これらの書式設定要素を変更するたびに、最初の  3  つのファ
イル名に基づいて、以下のプレビューで変更によって何が行われるかをすぐに確認できます。

同じ方法で作成されたすべてのファイルが配置される場所が選択されます。

このステップでは、データ  ソースの列のデータ、日付/時刻などの書式設定要素を追加することでファイル名をコン
パイルできます。

オプション

見た目の良いファイル名に加えて、出力ディレクトリも

29
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右下の「完了」ボタンをクリックすると、充填プロセスが始まります。

完了このステップ
では設定オプションは提供されなくなり、行われた設定の概要としてのみ機能します。

最後のステップは「次へ」をクリックして続きます。

30
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すべてのファイルが作成されると、作成されたファイルが含まれる出力フォルダーが自動的に開きます。

作成した設定は最後に保存する必要があります。これにより、後で再度設定することなくすぐにアクセスできるよう

になります。

プロセス。

31
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この章は、「ステップバイステップ」のアプリケーション  ガイドを目的としたものではありません。

プログラムの。この章では、アプリケーションの機能全般の概要についても説明します。アプリケーシ
ョン自体の使用を開始するには、第2章を参照してください。

ただし、内部の未知または不明瞭な機能の参考資料として

以下では、アプリケーションの各ウィンドウのすべての要素について説明します。

ホームページには、次の基本設定、ソフトウェアライセンスが表示されます。
関連、アップデート機能およびプログラムに関する情報。

32

3.1  ホームページ

ユーザーインターフェイスの

詳細（GUI）

3
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E
GF H

b

D

C

あ

利用可能なバージョンとソフトウェアを更新するボタンが表示されます。

チェックマークが表示されている場合は、アクティブなライセンスがないか、有効なライセンスがありません。

3.1.1  概要

の。

B  ライセンス:この要素グループには、ライセンスの現在のステータス、有効期限、ライセンスをアクティブ化するた
めのボタンが含まれています  (「ライセンスをアクティブ化する」を参照)。

バグは含まれていますが、最新の機能を提供します。

33

3.1.2章を参照)。ライセンスのアクティベーションと検証が成功すると、ライセンスのステータスがチ
ェック  マーク付きで表示されます。代わりにクロスの場合

バーは、個 の々項目をクリックしてクイック  ナビゲーションに使用することもできます。

現在テストされている最新のバージョンは「安定版」チャンネルにあります。
最新バージョンは「ベータ」チャンネルにありますが、まだ知られていない可能性があります。

ページタイトルをクリックします。）

現在アクティブなページは、濃い青色の背景で強調表示されます。
ページ  タイトル:アプリケーションのすべてのページがこのバーに表示されます。の

他のすべてのページは水色の背景で表示されます。  (

C  ソフトウェア  バージョン:現在インストールされているソフトウェア  バージョン、最新のものです。

アップデートチャンネルを選択するボタンもあります。で
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あ

C

E  サイド  パネル:ドキュメント  ウィンドウ  (第3.7.2  章を参照)およびソフトウェア  ライセンス  テキストなどの
法的情報にここからアクセスできます。

H  ナビゲーション  ボタン:この領域には、プログラム内の  1  つのプログラム  ページを前後に移動するためのボ

タンが含まれています。最後のステップでは、「次へ」ボタンが「完了」になり、最終的に  PDF  ファイルが作成

されます  (完了ページ3.5  を参照)。

F  サポート:このボタンからサポート  ウィンドウにアクセスできます  ( 3.7.1  章を参照)。

D  オプション:この要素グループは現在、必要なプログラム言語の選択のみを提供します。

34

G  構成:要素グループでは、現在の構成  (プログラム  セッションの開始以降にロード、設定、および変更されたす

べてのもの)  を保存したり、既に作成された古い構成を再ロードしたりできます。  (詳細については  3.1.3  を参

照してください)

3.1.2  ライセンスのアクティベーション
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B  BulkPDF  構成のファイル名とファイル拡張子。

3.1.3  設定:  保存とロード

Aすでに保存されている  BulkPDF  構成。

B  ライセンス情報:  「確認」ボタンを使用してロードされたプログラム  キーに関する情報がここで
確認できます。

C現在の  BulkPDF  構成をここに保存できます。

C  ライセンスのアクティブ化:ライセンスが存在し、有効で、有効期限がまだ切れていない
場合は、このボタンを押してシステム上に暗号化されたライセンス  ファイルを作成でき
ます。これにより、オフラインであっても、プログラム内のすべての有料機能が有効である
ことが検証されます。使用済み。

ソフトウェア  ライセンス:ソフトウェア  ライセンス  コードをここに入力します  (例:  F0‑OB‑EX‑55)。
入力後「確認」ボタンを押すと、ライセンスサーバーの有効性の確認とプログラムキーの有効期限
が表示されます。

35
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3.2  データソース

3.2.1  概要

このステップでは、Excel、Microsoft  SQL  Server  などのデータ  ソースを選択するように求められま
す。各データ  ソースの種類には、考慮する必要がある独自の設定オプションとポイントがあります。この
セクションと個 の々データ  ソース  タイプについては、以下で説明します。

暗号化署名またはデータ接続のパスワードを構成とともに保存する場合、この構成は暗号化して保存
する必要があります。この目的のために、構成を保存するときにファイル拡張子「.BulkPDFEncrypted」
を選択でき、パスワードを指定した後に暗号化された形式でファイルが作成されます。  
「.BulkPDFEncrypted」設定をロードする場合、ロード用のパスワードが再度要求されます。

36

Aこのボタンを使用すると、Excel、Microsoft  SQL  Server  など、現在サポートされているデータ  ソー
ス  タイプの  1  つを選択できます。

あ
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Bスプレッドシート  ファイルに含まれるテーブルの  1  つをここで選択する必要があります。

37

Aこの時点でスプレッドシート  ファイルをロードできます。サポートされているファイル形式の詳細については、第1.3.2  章

を参照してください。

3.2.2  Excel/スプレッドシートファイル

表計算ファイルも同時に使用できます。

選ばれる。  1  つのテーブルに格納できるのは  1  つのテーブルのデータのみです
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B  データプレビュー:見つかった行数と列数が要素グループに表示されます。見つかった列のリストも表示されま

す。これは、データを選択するときの次のステップで概要を示し、ファイルが正しくロードされていることを確認する

ために使用できます。

スプレッドシートファイルの認識された行が表示され、ファイルが意図したとおりにロードされ、データが認識され

たかどうかを確認します。

C  スプレッドシート  データ  プレビュー:この時点で最初の  1000  が表示されます

スプレッドシート:選択した  xlsx  ファイルと選択したテーブル「Table1」が表示されます。

38

C

あ

b

Machine Translated by Google



あ
b

の。

接続文字列:ここでは、「Server=SERVER  
ADDRESS;Database=BulkPDFBusinessTest;Trusted_Connection=True;」の例の「接続文字列」です。表示さ

れます。このデータ  ソースの場合、選択したデータベースのテーブルのみがリストされるため、「接続文字列」の

「データベース」セクションが重要です。

3.2.3  Microsoft  SQL  サーバー

39

B  「接続文字列」で選択したデータベースからのテーブルの選択。このデータ  ソースを使用するプログラムで

は、1  つのテーブルのデータのみを同時に使用できます。
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C  SQL  テーブルの認識された最初の  1000  行がこの時点で表示されるため、希望どおりにロードされ、データが認識されたかどう

かを確認できます。

40

B見つかった行数と列数が要素グループに表示されます。見つかった列のリストも表示されます。こ
れは、データを選択するときの次のステップで概要を示し、ファイルが正しくロードされていることを
確認するために使用できます。

A  「接続文字列」と選択したテーブル「例」が表示されます。

C

あ

b
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b

あ

D

C

B  SQL  クエリはこの時点で記述されます。

41

Aここでは「接続文字列」を指定します。

3.2.4  Microsoft  SQL  Server  カスタム  クエリ
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あ

b

C見つかった行数と列数が要素グループに表示されます。見つかった列のリストも表示されます。これは、データを選択するとき

の次のステップで概要を示し、ファイルが正しくロードされていることを確認するために使用できます。

3.2.5  Microsoft  Access

B  SQL  クエリはここで確認できます。

接続文字列:ここでは、「Server=SERVER  ADDRESS;Database=BulkPDFBusinessTest;Trusted_Connection=True;」

の例の「接続文字列」です。表示されます。このデータ  ソースの場合、選択したデータベースのテーブルのみがリストされるため、「接続

文字列」の「データベース」セクションが重要です。

42

Dファイルが希望どおりにロードされ、データが認識されたかどうかを確認できるように、この時点で  SQL  クエリの認識された最

初の  1000  行が表示されます。

Aこの時点で  Microsoft  Access  データベース  ファイルをロードできます。
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あ

C

A選択したMicrosoft  Accessデータベースファイルと選択したテーブル「テーブル1（顧客データ）」が表示され

ます。

B見つかった行数と列数が要素グループに表示されます。見つかった列のリストも表示されます。これは、データを

選択するときの次のステップで概要を示し、ファイルが正しくロードされていることを確認するために使用できます。

このデータ  ソースを使用するプログラムでは、1  つのテーブルのデータのみを同時に使用できます。

B選択した  Microsoft  Access  データベース  ファイルからのテーブルの選択。

43

Cこの時点でテーブルの最初の  1000  行が表示されるので、希望どおりにロードされ、データが認識されたかどうか

を確認できます。
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b

b

あ

D

C

B  SQL  クエリはこの時点で記述されます。

44

Aこの時点で  Microsoft  Access  データベース  ファイルをロードできます。

3.2.6  Microsoft  Access  カスタム  クエリ
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あ

Aこの時点で  JSON  ファイルをロードできます。

Dこの時点で、ファイルが希望どおりにロードされたかどうか、およびデータがロードされたかどうかを確認できるよ

うに、SQL  クエリの認識された最初の  1000  行が表示されます。

3.2.7  JSON

C見つかった行数と列数が要素グループに表示されます。見つかった列のリストも表示されます。これは、データを

選択するときの次のステップで概要を示し、ファイルが正しくロードされていることを確認するために使用できま

す。

認識されました。

B  SQL  クエリはここで確認できます。

A選択した  Microsoft  Access  データベース  ファイルが表示されます。

45
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B  データプレビュー:見つかった行数と列数が要素グループに表示されます。見つかった列のリストも表示されま

す。これは、データを選択するときの次のステップで概要を示し、ファイルが正しくロードされていることを確認する

ために使用できます。

ファイルが表示され、ファイルが意図したとおりにロードされ、データが認識されたかどうかを確認します。

C  データ  プレビュー:この時点で、認識された最初の  1000  行が表示されます。

ファイル:選択した  JSON  ファイルが表示されます。

46

b

あ

C
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b

あ

C

ファイル:選択した  XML  ファイルが表示されます。

Aこの時点で  XML  ファイルをロードできます。

3.2.8  XML

47
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...

...

このデータ  ソース  タイプは、通常の「スプレッドシート」と同様に動作します。

モデルの女性

B  データプレビュー:見つかった要素の数が要素グループに表示されます

...

住所

/  Excel」データ  ソース  タイプ  (セクション3.2.2  を参照)との違いはありますが、

3.2.10  MySQL/MariaDB  サーバー

メアリー

そしてデータは認識されました。

... ...

3.2.9  スプレッドシート /  Excel  (列と行を入れ替え)

姓：ミュラー ムスターマン

C  データ  プレビュー:この時点で、認識された最初の  1000  行が表示されます。

...

48

...

ファイルが表示され、ファイルが希望どおりにロードされたかどうかを確認します

名前ベルント

見つかった行と列が表示されます。見つかったリストもあります

次の構造を持つスプレッドシート  ファイルをロードする必要があります。

列と行をロードすると交換されます。この動作では、たとえば、

データを選択するときの次のステップで概要を示し、ファイルが正しくロードされていることを確認するために使

用できる列が表示されます。

マックス

はるか遠く  Doe  Doe  ストリート  Doe  Doe  ストリート...
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あ

b

A入力した「接続文字列」と選択した「例」テーブルがここに表示されます。

B  「接続文字列」で指定したテーブルからテーブルを選択します。

Bこの領域には、識別された行と列の数が表示されます。認識された列のリストも提供され、次のデータ選択ステップ

で使用できます。

Cこのセクションには、SQL  テーブルの最初の  1000  行が表示されます。

見える。  「接続文字列」の「データベース」セクションは、指定されたデータベースのテーブルのみがリストされる

ため、特に重要です。

代わりにデータベースを使用します。このデータ  ソース内で同時に使用できるのは、1  つのテーブルのデータのみで

あることに注意してください。

,サーバー=サーバーアドレス;データベース=BulkPDFBusinessTest;ユーザーID=myユーザー名;パスワード=myPass
接続文字列:この時点では、例の「接続文字列」です。

これにより、テーブルが正しくロードされたかどうかを確認できます。

49

データは適切に認識されました。
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あ

あ

D

C

A  「接続文字列」を入力します。

50

B  SQL  クエリはこの時点で作成されます。

3.2.11  MySQL/MariaDB  サーバーのカスタムクエリ
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3.3  PDFフォーム

このステップでは、データ  ソースのデータが  PDF  フォームのフィールドに割り当てられます。これは、データ  ソース

の最初の行のデータを含む  PDF  のライブ  プレビューによってサポートされます。さらに、QR  コード、バーコード、ハ

イパーリンク、画像などの特別なフィールドを  PDF  ドキュメントに追加できます。

D  SQL  クエリの最初の  1000  行がこの領域に表示されます。

データは正しく識別されました。

B定式化された  SQL  クエリはここで確認できます。

これは、クエリが意図したとおりに読み込まれたことを確認するためです。

Cこのセクションには、見つかった行数と列数が表示されます。認識された列のリストも表示され、後続のデータ選択

手順で使用できます。

接続文字列:この時点で、「接続文字列」は、Server=SERVER  ADDRESS;Database=BulkPDFBusinessTest;User  

Id=myUsername;Password=myPass  の例で表示できます。このデータ  ソースの場合、選択したデータベースのテーブルのみがリストされるため、「接続文字

列」の「データベース」セクションが重要です。

の。
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